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このたびは、コ□ナ扫油ス I -— ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 危険 


/ K 警告 

括扫廣简をおず点校してくた‘さい 


懸 


ガソリン使用禁止 
使用燃料:な油 


KEROSENE ONLY 
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スプレー宙 厳禁 

スブレー生や力 t ットこん 
ろ巧ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
ください。 

熱で生の圧力び上がり、爆 
発しで危険です。 



温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさか’ないでく 
ぉす/、 

巧類、紙などでふさぐと、火 
災の原因になります。 ♦ 



0 


么警告 (WARNING) 


給排気筒(管•ホース)外れ危険 

給排気筒（管•ホース）が夕1■れ の f な 
たまま使南しないでください。 

がれでいると運転かに排ガスび G 

皇内に漏れで、危険です。 r 


〇 


給排気筒トップ閉そく危険 

給排気筒トツプの周りが雲でふ ， 
さがれたまま使用しないでくだ < 
さい。ふさびれでいるときは、 (1 
陈雪しでください。 

聞そくしでいると運転中に排ガ 
スか‘室のに漏れで、危険です。 


〇 


么危険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使巧しないでください。 
义災の原因になります。 


(§) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をまをに圧しくお使いいただき、あなたや他の人々 への 危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意眯は巧のよラになっています。内容 
をよく理辭しでから本でをお読みください。_ 

八 この表示を巧視しで、誤った取りま及い 給表示の例 

/1\ Ks をすると、人が死こ、重傷を負ラ盾換 A 么記号はミ主意を促す巧容か’あることを告げるちのです。 

/ ■ \ #1^ Iv ^ または义ぶの危険び達し迫っでをじる /1\図の中に具体的なを意内客（左回の場合は一般のな注 

_ をされる解ををんでいます 。意）び描かれでいます。 

ム*_ この表示を無視しで、誤った取り扱い 

£ lZ をすると、人び死!::、重傷を負ラす能 / S \ 0記号は禁止の巧為であることを告げるをのです。 

胃 D 性または乂がの巧能性び想定されるの ( Mtl 図の中やお傍に具体的な禁止の容（左図の場合はガソ 
_ f をホしでし>ます。 _ リン禁止）び描かれでいます。 

/|\ C てをすると、人び傷害を負ぅ耶離ゃ物 〇己己巧は口為を fe 术する巧谷を告げるちのです。 

/ J \ /It 的損害の発ちび想定されるの容を/示し Plfc ; 図の中に具体的な指を内容（左図の場さは一般的な巧 

- でいます。 為の指示）か’描かれでいます。 


ま意 


この表示を巧視しで、誤った取りま及い 
をすると、人が死 t 、 重傷を負ラ盾換 
または义がの危険び達し迫っでをじる 
ことび想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死!::、重傷を負ラす能 
性または乂がの巧能性び想定されるの 
客を巧しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人か‘傷害を負ラ可能性や物 
的損害の発を力*想定されるの容を/示し 
でいます。 


么 

运 


I 特に注意していただきたいこと度きのために鮮お守りくださし、) 


0 
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么を意 (CAUTION) 


油漏れ確認 

給ミ由 □ は確実に締めでください。 

給;'由□を下にしで、油漏れがないこ I 
とを確かめでください。 

給ミ由□び確実【こ締まっていないと簡 
単に開いで、义がの原因になります。 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたときは、使巧し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれか‘あります。 
すみやかに運輯ボタンを「切 J に 
しでください。 


〇 




ちれを確認！ 


P 


0 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストー 
ブ本体や給が気筒には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

乂がや排方スが室のに漏れる原因となり危険です。 


長期間使用しないときは電源プラグをおく 


長期間使用しないときは、電源プラグを抜いで 
ください。 

火災やず想しない事故の原因じなります。 


雷 


電源の接続 

参電源は適正配線された単す目10 0 V のコンたント I \J 
がは使用しないでください。 

発熱■凳乂の原因じなりまず。 

•電源コードは、遂中で接続したり、延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

発熱-発乂の原因になります。 


丹油の保管 f 

な油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射曰お m 
をさけた場所[こな管しでください。 > 

ガソリンなどといつしよにな管しないでください。 

誤つで使巧すると異常燃焼や义がのおそれか’あります。 


〇 


据付け上の注意 

参お客様ご自謝::よる:]:事は鎌です。 

据巧けエ雲や移設工事は、必すお買い求めの 
販売店に依頼しでください。 

•ス I ブおよび給が気筒の据巧けについでは义災す防 
条例、百ミ由燃焼機器の設置薑準による規制がありますの 
で、これに従つで据巧けでください。 

♦ス1ブの固定は、本体固定を具などで、禮実に固定し 
でください。 


変質！ CT 油禁止 

変質な油（持ち越した灯油)、不純な油（なミをが外 
の油•か•ごみか‘混入したな猫など）を使巧しない 
でください。異常燃焼やが障のおそれがあります。 


0 


温風に直接あた6ない ( C； ~ N 

温風に直接長時間あたらない 悼るる- 

マす立さし、 

低温やけどや脱か症状になる 
おそれがあります。 ~ 


G 


I 特におろ様やお年寄り、体の不自由なちか'使われるときは 
周囲の人が十分を意しでください。 

巧類などを乾燥した場合、素がによっては色あせすること 
があります。 


局温部接触禁止 ^ 场 

燃焼中や消义直後は、温風吹一^彰 
出口、給排気简トップに手な ち舟ん \ l 
どふれないでください。 

やけどのおそれか’あります。む巧 




♦ルさいお号様のいるご家庭では、.特にを意しでぐださし、。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコン t ントに根元 パ 

まで確実に差しこんでください。 が J 

(また、傷んだプラグやゆるんだ ぷ吗 

コンたントは使巧しないでくだ 

さい。 ) - 

义災の原因になります。 八 

めれたまでのおき崖しはしないでください。 
感電の原因になります。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり(および 
を属物)を除去しでください。 

(ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり） 
乂災の原因になります。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰を力、けたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブび変 
おすることびありまず。 

また、水び巧部に入ると、感電、乂が、故障の 
原因になりまず。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給が気筒トップのおくに、 
なミをや可燃物など引义の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

乂災のおそれか’あります。 


指や異物を入れない 

温風の出□や空気巧入□などに指や異物を入れ 
ないでください。 

けびや义がの原因になります。 


〇 


〇 


0 



0 









證謹扇 (CAU 獨離 I) 


給細時消乂 

給油は、必す消火しでか 
らおこなつでください。 
こぼれたな油はよくふき 
取つでください。 

义がのおそれびあります 


• ■ 、 


麻巧は、 
.消乂後し 


〇 



分解修理の禁止 

故障•破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完全な修理は、危険です。 
お買いホめの販売店に修理 
を依頼しでください。 


お願い (NCmCE) 


な油の廃棄 

な油の廃棄処分は、ななをお買い求めになった販売应にご相談ください。 


使用ずる場所 


ち全に使用するために 


マントルピースなどには据巧けないでください< 


参標高が1500 m を超える高地では使巧しないでください。 
(空気の濃度カタ薄いため、燃焼に必藍な空気カタ不足します。） 
高地で使巧する穏合は調藝カタ必要です。（詳しくは型紙 
裏面の工事説明書の高地または延長配管で使用の場合 ) 
をご覧ください。） 


参温室、飼育室、乾燥室などでは絶巧に使巧しないで<だ 
さし、。 


効果的に使用するために 


窓の下や壁面に謀 置 

•が気に接する窓の下や壁面に置くと、お気がス I ブで 
暖められ、溫風としでな流しますので効果的です。 


温風の循環を巧ばない 

♦温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物があると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、本化 
の温度び上昇しで危険です。.,.^ 

•温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください< 
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圓各部のなまえ 


r 夕欄図^ 
〈正面〉 






I 運転ボタン 


タンク室ふた 


m 


邸 



過熱お止装置一 

(哀をサーモスタット） 




のそぎ窓 


誠ント配麵 


給油タンク 


気化筒（巧が) 



電磁ポンプ 
固定タンク 


巧巧白勸消义裝窗 
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操作部 • 表示部 


お な 


趕い点滅 


早い点滅 


( C ^ 8ベージ） 


切換スイッチ 


: W )) 表示のある頂目はアラームが3回嶋ります。 


給油ランプ 


給 '; 由タンクのな油がかなくなりました。草めに給油しでください。 


給油タンクのなミをか潭にかなくなりました。給油しでください。 


油のれで自動消义（運酷ランプち草い点滅） 


時計合せ I 時計を合わせるときにが換えます。 


時刻、タイマー時刻を合わせた後 
じ切換えます。 


クィ7_づ^ タイマ-時刻を合わせるときに祝 
□ 換えます。 


ご 11 ぺージ） 


表示切換キー 


温度表示 - 時計表示を fc リ換えるとぎに押します。 




砂速点义キー ( 抄速点义ランプ兼用 ) 


秋速点义の它ツト - 齡隙をするときに押します。 


妙速点乂かできます。 


= 9 ぺージ） 


おやずみ ►r おはよラキー 


おやすみ►おはよラタイマー運極をじットすると 
きに巧します。 

おやずみ ► おはよラタイマー運おをじットすると、 
おやすみランプとおはよラランプが同時に点なし 
ます。（厲 " 12 ぺ — ジ） 


弱運輯キ ー ( 弱運輯ランプ兼巧） 


弱運提のたツト • 辭除をするときじ } 甲します。 


顏運輯中 


二10ぺージ） 


2 «" ブボタン ( たーブラシブ兼用)ロックボタン 


じーブ運輯のじツト • 解除をするときチャイルド□ツク 
に } 甲します。 のじツト.辭除を 

ゎ _ づ谭吐） I 9 0 とピ I し押しま 

(它一す肖端ち点のす。 


10 ぺージ） 


す。 

( 陳 13 ぺージ） 


運隨ボタン ( 運捉ランプ兼巧 ) 


点义 - 消义するときにがします。 


点 滅 

ず熱中（ず熱完 3 後自動点火） 

お 巧 

燃焼中 

早い点滅 (((• り ) 

何かの原因で自動消义 


10 . 12 . 13 ページ） 
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運転入/切 

づ 


谭巧罔耳お昭|!|昭野;;;邱 IP 配畢が! . ，-’ 


' iHf の邮,1け町剛‘リ;戶巧‘耶剛 ! llr 


おはよラボタン ( おはようランプ兼巧 ) 


おはよラタイ 7 — 運廚の忆ツトをするとまに巧します。 


おはよラタイマー遲輯待機中 


= 12 ぺージ） 


時計/タイマー含せボタン 

温度調節ボタン 

現な時刻とタイマー時刻を台わせ 
るとぎに } 甲します。 

設定温度を変えるときに 
巧します。 


時 

時含わせ 

分 

分合わせ 


温度を下げる 


温度を上げる 


おやすみキ ー ( おやすみランプ兼巧） 


おやすみタイマー運転のむツト . 能除をするときに } 甲します。 



1 時間運輯後自動消义 


12 ページ） 























































































設定温度 室巧温度 

四。岡 


〇表示点滅：弱運較中に温度調節ボタンを巧したとさ 


〇温度 


設定湿度 室の温度 


miiix / V A 、 

!! 〇 L_J 


〇午を 


■ OFF 表示 

おやすみタイ7—終3後の停止表示 


〇湿度 


設定温度 室内温度 


/iUilK / -V > ~ — V 

午前 U 〇 /し/し 

、 , 、 ♦ 


〇午を 


■(例） f 3表巧：巧震白動消乂装置の作動 
再度、点乂操作をしでください。 

その他の F 表示は17ページ） 


〇湿度 


設定適度 室内湿度 


/AU 1 IK / 、 . 

午視 。!二 EI 

dfOL 、 , 、 / 


〇午を 


示点な：チャイルド□ツクのじット表示 


〇温度 


設定湿度 室の湿度 


，馬, X / > - — ^ 

す煎。しし 

一 Iか 、 , 、 ■■■/ 


〇午を 


■ ——点な 

電源プラグをコンたントに達しこんだとき（時刻の未じット) 
停電後再通電（ストー：/停止中または、ポットち却時） 


〇温度 


〇午後 


設定温度 室巧温度 

\ 〇 [ 

_ Jo [_ 


圓 ff 点な 

停電後再通電（ストーブ運転中または、ポット昇温時) 


〇温度 


設定温度 室の温度 


WillK / 、 f _~ 

午前 :と t 

< か 、 ' 、 / 


0午を 


■午前または、午後点な（時刻表示） 

■時計動作コ□ン点織 

左側：時 ち側：分 （例）午前8時30分 
■切換スイツチを「タイマー合せ J [こすると、タイマーたツト時刻を 
表/吊します。（末たツトの場合、タイマー時刻は自動のに午前6:00 
に iz ツトされでいます。時計動作コ□ンは消な） 


〇温度 


設定温度 室巧湿度 


午巧 ••二 ILL 

争化 ' -^ ^- y ? ん 


〇午を 


■温度点な（温度表示） 

左側：設定温度表示 （12 で〜30で） 

(未じットの場さ、自動のにのでに iz ットされでいまず。） 
ろ側：室内温度表示 


デジタル表巧部 


操作部.表示部） 

ミ主）イラストは説明のためを部点な•表示したが態です。 


韩韩顧 I 鹽輔薛間 

.が..; -.1 


sm\s^ ■'' SiEliiP ' 

。午前欄：晒 fieitf 

.!,:.‘1.,.|.,;|.|.....;.;:;;.;....;;タィマ_'^.’;‘ 


度前を 
温午午 










使用前の準備 




燃料は必すな油 ( J 旧1号巧油)を使巧しでください 

♦ IA 樹资 I ガソリンなどの揮お性の高い油は絶巧に 
使巧しないでください。义災の原因になります。 

♦ I 么を意 I 変質の巧、不純な油などは絶巧に使巧し 
ないで < ださい。 

参 注意 I 巧油は必ず乂気-雨水-ごみ，高温およ 
び直射曰光をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤つで使巧すると異常燃焼や乂災のおそれがあります。 


(§) 

0 

〇 


変費な油•不純な油とは， 


巧シープンよ 
り持ち越しの 
の油 


長期間曰おに 
あたる所や温 
度の高い巧に 
保曽したな浦 


Q のた。。0 

-鱗 


容器のふたび水-ごみやな 
間けであったり、ミをながの油が 
乳白をのポリほんのねすか 
容器で保管しでち混入した 
た。油 口’ぶ 



Ml ■臓 


> 灯油とガソリンの見分けかた 

BHHH 


な油はめれたままガソリンはすぐ乾く 


■変質な油や不純な油を使用ずると、 
機器の故障の原因になりまず。 

参猫の程度にちよりますび、燃焼不良をおこし 
たり、ストーブの損傷を早め、巧障の原因に 
:なります。 

•水やごみび送油経路巧に流れこみ、，燃焼不良 
や讀义不良の原因になります。 


■変質なミ由や不を屯の■油を使用したとさは… 

•給ミ由固定タンク巧の0ミ由を抜さ、給ミ由夕 
シクはきれいなな油で 2 〜 3 回洗つでから 
使巧しでください。 

(悪い';をが残つでいると再発します。） 

•奪い油を拖廷とつでち効栗のないときは、 
お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナ 
お客様ごホ目談窓□にご連絡ください。 


参変質な油、不純灯油力《原因で修理を依頼されたとぎは、保証期間中でを保証の巧象がとなります。 
参変質な油の処理でお窗りの場合は、巧油をお買い巧めの販売店にご相談ください。 


を意]給油は必す消义しでから义の気のないところでおこなってください。乂巧のおそれびあります。 


1.給なタンクを取り出し、給 
巧□を開< 

参才ーブンつまみを強く引いで、 
給油□を開いでください 


⑤あける 


2. 給油する 

♦市販の給油ポンプなどを使巧しで、 

油量計を見なか’ら給逆しでください。 
参;'を量計の半分くらいまで色か‘変わつ 
たら、給油をやめでください。 


①強く弓 I く 





オーブンつまみ 





•燃焼中は絶巧に給油タンクをお 
り出さないでください。 

参給油タンクは、ぶ:つけたり落と 
したりしないよラ、でいねいに 
取り扱つでください。 


参なミ由か’‘;由置計のところまで入ってくる 
と、黒色に変わっできます。 

•| g ;' 巧□に力を加えで力を加ぇる I ぷ成 

S 龍!祝さク絳給; 

漏れの原因しみりま i 涵 

すので、変形させな 0 

いでください。 

♦給ミ由ポンプのホースが抜けないよラを 
意しでください。 


3. 給油□を締める 

• I A ミち意 I 給油□は、確実に「パ 
チン」と音びするまで、図のな置 
を強く巧しで締め、給油□を下に 
しで、'逆漏れがないことをおかめ 
でください。 

•給ミ由タンクび正しくた、シトされで 
いないと、不着乂や遠や消乂の原 

;因になります。 

► •燃焼申は跑巧に給ミ由タンクを取り 
出さないでください。 

参こぼれたな油はよくふきとつでく 
ださい 


強く巧す 


お巧タンク 


•巧えたところで給油し、給ミ由量びかない；（半分な下）場をは、給';由□を開いたまま、しばらく室温になじま 
せでからわツトしでください。 
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> ご使巧巧、固定タンク巧のな油力《かなくなると、給油ランプとアラームで給油のす告をしま 
すので、早めに給油しでくださし、。 

給ミをしないで使用し続けますと、ミをのれとなり自動消乂し、給油ランプ，運輯ランプの早い 
点滅と アラームで お知らせします。 



♦な油びなくなっで消义した場合は、.必す給油しでから点乂操作をおこなってください t 
’給ミ由をしないと再運転できません。 


点乂前の準備と確認 



給ミをタンクや送ミを管の接合部などからミ由漏れか* 
ないか確認しでください。 

♦油漏れのあるとぎは、使巧を中止し、お買い求めの 
,販売店にご相談ください。. 


電源の接続 


コンじント 

100V 



r 么注意！電源プラグ•コードの発熱-発乂を瞄 
ぐために••‘ 

♦電源プラグはコンだントに根元まで確実に差しこん 
でください。 

参電源は必す適正配線された単相10日 V のコンたント 
を使巧しでぐださい。：：. 

♦輩源〕ードは、途中で接続したり延長コードの使用、 
他の輩気器具とのタコ足配線をしないでください。 


給排気筒接続部の確認 


i 



Q 


> レ!\を意 I ストーブの上や周囲に燃えやすい 
ちのを置かないでくださ、し、。 



〇 


> r 醫告 I 給排気筒僧-ホース）びがれたま 
ま使巧しないでください。 

がれでいると運転中に排ガスび室内に漏れで、 
危険です。 














m 

点乂 


使用方法 


逸癒灰/切 


( '] CORONA 

(0 給油：） 且 

し心逸癒!^/ 

時巧おはようたーブ 

®©©« 


V 湿度师節八 


運趣ボタンを巧す 

♦運賴ランプが点減します。 

参す熱び完3すると自動点乂し、運輯ランプは点灯に変わります。 

♦着火時、放電音と同時に着火音を発しますか’異常ではありません。 
•点乂操がから放電（着义）まで室温により多か蜜化しますが、 

約3分の予熱時間びかかります。 

•着乂を、約]巧で温風が出始めます。 


秒速点义 


運転停止かにず熱しでおくことにより、点乂時間を短縮させる磯能です。 

(, … -^ 妙速点义キーを押ず 


投足な度 畳巧团度 

。午前0 ( TFi 日|：|時が 


巧巧の巧 


间時サお 
おやすみ 

ぶ知う 


タイトが 

(〇ぉゃずみ I 


辭除ずるとぎ 


0砂速ながが 


•秒速点乂ランプが点滅します。 

砂速点火ランプか’点滅から点なに変わる（約3分後）と、砂速 
点乂することびできます。 

参点义操作後、約1日秒で点义します。 

•秒速点火を辭陈するとぎは、ちラー度秒速点火キーを巧 Ly で、 
秒速点义ランプを消灯させてください。 

:•嫂速点乂は、12時間たつと自動的に解除されます。 

’ •砂速点乂ランプび点なしでいるときは、運転偉止中のみ約1 00 W 
の消費舉力びかかります。 

•運輯障让中に秒速点义ランプび点なしでいるときは、ストーブ 
上面びかし暖かくなりまず。 

•タイマー運輯にすると砂速点火は白動的に辭原され、抄速点乂 
.キーをがしでち砂速点义ランプは点減しません。 


■切めてのご使用•シーズン初めの初使用時には‘‘…. 

参給油タンクをだツトしでから、4〜5分位待って点火操がをしでください。 

•防錯油や透料などび焼けるため、煙やにおいび出ることびありまず。しばらくの間、換気をしなびらご使巧ください。 
参送油姪路内の空気だまりなどにより、1回で着义しないことがありまず。 

このストーブは、ミス着义時に再度自動的に点乂動作をおこないますが、それでを着义しない場合は、点义操作 
を2〜3回くりかえしでください。 

•列気温が低くなると、給排気筒の巧端から連続的に白煙び化るごとびありまずが、異常ではありません。 

これは排ガス中に含まれでいるかかび凝結して水霖気になるためで、異窜燃焼による白煙ではありません。 


室温の調節 


曲度 as ち巧 as I (〇給油 J 

:;;國):励酷" 


温度調節ボタンを巧す 

参温度調節ポタンを押しで希望の設定温度にさわせでください。 
♦ボタンを巧しつづけると、表示は連続しで変わります。 


参ルームサーモ它ンサー【こより、設定温度に麻じで自動のに火力び 
切り愛わります。 

•ホじットの場含、設定温度は自動的に22でに它ットされでいます。 
♦設定湿度は、12でから30でまでの範回でじットできます。 


♦室内温度表示は、ルームサーモたンサー园逛の温度を感知しで表示するので、お部屋の温度計とは数値か*—致しない 
ことがありまず。 












参ネリめで使巧されるときには、 t - ブ運転モードに設定されでいます。（じーブボタン点な） 

参通常運輯にちどす場合は、たーブポタン（□、シクボタン兼巧）を巧しで、 1 z - ブランプを消なさせでください。 

■セーブ運乾とは… 

室温び設定温度まで上昇し、一定温度を保って暖房ずると暖かさを感じにくくなります。 

そこで火で (燃焼量）を周期的にコント□—ルし、室温を微妙に変化させることにより、暖かさを保ちなか*ら 
乂力を抑えで効果的に暖房します。さらに室温び設定温度より2で上昇すると、自動的に消乂(じーブ消乂)し、 
設定温度まで下か’ると有動的に再点火し、室温を調節します。 

最ル乂力でち室温か•上昇する場合（気温か*高いとぎ、曰あたりのよい部屋）などは、 1 z - ブ運転をお選びくだ 
さい。 

•じーブ消乂中は、じーブランプのみ点口しでいます。 

•じーブ運転を解院ずると、部屋の温度カリ!昇しでち、最ル乂力で運輯しますので室温か•かし高めになることびあ 
ります。 

♦セーブ連転に它ツトし、運転ボタンを押すと自動的にたーブ運転となりまず。 


室温か’5でが上の場合、設定温度に関保なく最ル乂力で燃焼を継続しまず。 


。至話國 loOS 旨時け 

… 啤サの タイマ- 

厂巧議 J d 劇 I 。ぉゃずみ"] 

0柳2点义 J i 0巧巧 





弱運輯キーを巧す 

•號運輯ランプか‘点なし、弱運輯を開始します。 


♦弱運輯みに、設定温度を変えることはできません。 
,備廈調節ボタンをま粋と、アラームどな〇]表ぉ 
の点滅でおがらせします。:) 

•藐運転を觸隙するときは、弱運嚴キーを押しで、 
弱運臨ランプを消なさせでください。 


炎のげ態 


参強燃焼‘弱燃焼とち工場出荷時に燃焼が態を調節しであります。 
•おのが態は青い炎の中に、し K らかの黄色いお啸乂)が混じっ 
でいでち異常ではありません。 



〔 （〇給;ぶ一） 


時分おはようじーブ 

^^ 0 戀 

V 湿度脚節八 □ック 


CORONA 


運転入/切 


運範ボタンを巧ず 

同時にデジタル表示部は温度表示 i 、 ら時刻表示に切り変わりまず。 
(たーブ運輯中の場台は、じーブランプち消なします。） ■ 
参消乂をは本体内部か’冷却するまで送風を継続し、約6分後に巧流 
巧送風機び停止します。 


参消义操作をは、义び消えでいることを確かめでください。 

•外出するときは、必す消义しでください。 

•駕急時凶がに、ストーブに盛い衝醫をちえで消义したり、電源プラグを巧いでの消义はしないでください。 
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タイマーの使 3 方法 

現在時刻合わせ 


電源プラグをコン iz ントに差しこんだとき（未亡ツト）、デジタル表示部はに——]。て--]を表示します。 


。午前，'/? •• 0打？ i れ 
。午沒气坊，尸が^ 

編诚 1〔說 S ] ドぉゃすち 

| 〇欲 SfSA I 居巧狂坛 I 


1. r 時計をせ J の位置にする 

- 参切換スイツチを（■時計させ」の位置にしでください。 

"^^^0 参デジタル表示部は、午後 l /£)：[2 S 1 を表示します。 


(例）午前8時30分に時刻を合わせる 


垃定加奋巧触 Jttfy 1 I じ 

团 : sa を 。V 

raw ?*9 夕巧-が 

3 願画 vS 

〔0巧曲が J ) I 。贸の£) 


( ^ 
し 0給油^ _ 


時かおはよラ 


2. 時刻を含わせる 

♦時*分ポタンを押しで現在時刻を含わせでください。 
♦ボタンを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 

•時刻を合わせるときは、.午前•午後をまちげえないよラ注意 
しでください。 



3. r 時計 J の位置にする 

—^ ♦巧換スイッチを[時計」の位置にしでください。 

m ♦時計動作コ□ンが点減し、時計動作を開始します。 


タイマー時刻合わせ 


ホじットの場ち、タイマー時刻は自動のに午前 r 5脈 ui にじットされでいます。 

C , - X [タイマー含せ J の位置にする 


〇巧度 
© 午前 
〇午を 


おを巧お 室內巧度 

■ _ E] • [uu] か 


同時巧約 


就職 1 [ g 就 

0 砂巧な义 j 〇弱巧弦 


♦切換スイツチを r タイマー合せ J の位置じしでください。 
•現を時刻の合わせかたと同様じしで希望のタイマー時刻 
に合わせでください。 

•タイマー時刻は、1度たツドすれば電源プラグを抜いたり、 
停單などないかぎり記憶されます。. 
♦タイマー時刻たツト後は、切換スイッチを必す「時計」の 
位置に合わせでください。 


タイ7—時刻たット後 


時け甜 

闇もれ 


タイ 7. 

















おはようタイマー運転 


現在時刻を合わせでいないと、おはよラタイマー選輯はできません。 

S 1•運疆ボタンを巧す 

•運輯ランプか’点滅します。 


巧おみ/の 


辱 




f ^ CORONA 

(〇給油） 

し ^- ， ^ 巧巧入/の I _ _ 

時巧おはようたーブ 

V ぁ麵節八 V xV ダ1 


参ストーブ運転中は巧す必要はありません。 


2. おはよラボタンを巧す 

♦おはよラランプか’点なし、デジタル表示部にはタイマー時 
刻が表示されまず。約5秒後に時刻表示に変わります。 
♦合わせた時刻になると、 t - ブ運輯を開始します。ただし、 
弱運驗かにおはよラタイマー t ットされた場合は、弱運輯 
で運輯を開始します。 

♦タイマー時刻、設定温度を変えたい揚台は、おはよラボタ 
ンを巧す前に変更してください。 


■おはようタイマーの解除 
運おボタンを巧す 

♦おはよラランプか’消灯し、消火状態になります。 


巧巧入/の 



•が出時など、留守中に燃焼を閱おするよラなタイマーたットは、絶巧にしないでください。 
♦タイマ… t ット時刻を確認するときは、切換スイッチを「タイマー合せ J にしでください。 

参電源プラグをコンたントから抜いたときや停單後再通輩したときは、タイマー運處はできません C 
再度現巧時刻を合わせ、タイマー時刻含わせをおこなってぐださい 。 i 


おやずみタイマー運転 


ストーブ停止中からのおやすみタイマー運輯はできません。運転ポタンを押しでから操作しでください: 


—— N ( ] 

0 3—垃な SB 空巧 SR 1^ し0給活 ) 

言説励ご細旨白け時みおはよう 

0巧ぶな父 I 1^0班迅反^^' 


おやずみキーを巧ず 

•おやすみランブび点の' します。 

•1 時間後に白動消火し、同時にデジタル表示部は、 

亡〇し irr ] となります。 


■おやずみタイマーの解除 
おやすみキーを巧ず 

•おやすみランプび消なし、運転を継続します。 
参消火するときは、運転ポタンを押しでください。 


おやずみ ► おはよラタイマー運転の同時予約 




I ブ停止かからのおやすみタイマー運転はできません。運転ボタンを押しでから操作しでくださし、。 


化ち巧な 奋巧 a な 

励 。 邸]旨靴 

mu* か タイマ-が: 


( ^ C 

(。おな）^ 

時巧おはよう t - ブ 

® © 


CORONA 


巧巧入/の 


va 度脚節八 


おやずみ►おはよラキーを巧す 

♦おやすみランプ、おはよラランプが同時に 
点なします。 

♦1 時間後に白動消义し、おはよラタイマー 
じット時刻になると、運転を開始します。 











チヤイル□ツク 


おろ様などによるいたずら操作の防止や、誤つで運転ボタンを巧しでち点乂しないよラじする機能です。 

□ックボタンを3回巧ず 

•厚止中に□ックボタン(たーブボタン兼巧)を 
3秒^^^内に3回押しでください。 

参チヤイルド□ツクがじツトされ、デジタル 
表示部が！]: いになります 


■チャイルド□ックの解除 

再度□ツクボタンを3妙な内に3回巧しでください。 

♦チヤイルド□ツクのたツト中は、.運隨ボタンを巧しで.ち点火しません。 


〇巧 S 
0午前 
0午後 


巧ち a 由 をの S 度 


L 


巧巧の巧 


巧時巧が） 

阶ずみ1し 
33 ぶがい 


日ピ巧か 

タパ 

3 


おやず, 


〔0巧逝 S 义 j (0 贵械) 


(〇繪巧） 


CORONA 

運巧乂/の 


時巧おはよう忆ーブ 
va 度阳節八 □ッ 



画まま装置 


このストーブには巧のよラな哀き装置びついでいます。 

すべでのまを装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままでず: 


安全装置 


処置；方を;：^^ 

巧震自動消乂装置 

(I 巧 I 表示） 

地震(震度約 5 が上)や強い衝磐を 
受けたときは巧麗自動消义装置び 
作動しでき動的に消义します。 

地震によって作動した場合、周囲の可燃物、 
機器の損傷、油漏れ、給排気筒の外れなど異篱 
か‘ないことを確認しでから再点火しでください。 

点乂 まを 装置 
燃焼制御装置 

(圆 表示•画]表示） 

点火 S ス-途中消乂をしたとさに 
自動のに消火しまず。 

• r 曰常の点検-ま入れ」 0^14 〜 16 ぺージ） 

をしでから点火操作をしでください。 

参処置しでち繰り返しエラー表示か•出るとき 
は、一旦運輯ボタンを「切」にしで販売店(こ 
連絡しでください。 

停電ち を 装置 

/〔作動時〕表示 y 
〔復帰時〕1--し1--1表示 
または 

\ CJ：{EE 表示 1 

停電や電源プラグがコンたントか 
ら抜けたときは、ずべでの運輯 
を停止します。 

•通電後、点乂操作をしで < ださい。 

•電源プラグを確認しでください。 

( 

国熱 防止 装置 

巧をサーモスタット〕 

1 表示部全消な、 
または 

i 1 一— L 1 F 巧! 表示/ 

ミ晶風を気取入□や温風吹化□か‘ほ 
こりなどでふさがれたり、ストー 
ブ前面に障害物びあるなどしで本 
体の部び過熱すると自動的に消义 
します。 

参温風空気取入□や温風吹出□の掃除をしで 
から再点义しでください。目ぺージ） 
♦処置しでち繰り返しエラー表示か‘出るとき 
は、一旦運転ボタンをけ加(こしで販売店に 
連絡しでください。 














國その他の装置 


装置の名称 


処置方ま 

排気管抜け検知装置 

(帖 I 表示） 

が気管の接続部びがれたとぎに自動的 
に消义します 

給排気筒および排気管の接続部に、がれ- 
ゆるみか’ないか確認しでください。 

排気管抜け検知巧リード線びがれたり、 
断線したときに自動のに消义します。 

排気管抜け検知)巧 U — ド線端ろ固定ねじの 
ゆるみまたは、がれ•のれか’ないか蹈認し 
こく/しさい。 卢で 夕ぉ気 □キャップ 

函^^^^^^^^ 


が気舊巧けお巧巧 U — ドお 1 ねし 

過電流防止装置 

(15 アンペア） 

(表示部全消な） 

巧部配線のショートによ 0 過電流か‘流 
れたとさ。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでくだ 
さい。 

室温異常上昇防止装置 

, (店ご表示） 

部屋の温度が 50 でが上になったとぎ 
に自動的に消火します。 

窓をあけ、部屋の換気をしでから、点乂 
操作をおこなつで < ださい。 

- J 


圓曰常の点巧-手入れ 

点検.ま入れは、消义後ス I ブび十がちえでから、必ず電源プラグをコンじントから抜いでおこなってください。 

. • • . .......... - ■ • ■ .... . . 

:参頸気部品の分解や市販品との交換は絶測こしないでください。 

参燃焼部の分辭は絶对にしないでください。 


—ブとストーブ周囲の点検（使用ごと) 


♦ レ公を意 I ストーブの周囲は常に整理-清掃し、燃えやすいちのを置かないでください。 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ巧びしみたりしで危険です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使用ください。 

参油び漏れでいたり、ミ由のたまり、ミ由のにじみびないか点検しでください。 

参ミ由漏れびある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 ， 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと）, 


参酱告 I 給排気筒(管*ホース)び正しく接続されでいるかとさどき点検しでください。 

がれでいると運転中にがガスび室内に漏れで危険です。 

♦ 「 A 醬告 I 積雪びをいときには、給が気筒トツプの周りか’雪でふされ’れたまま使巧しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。閉そくしでいると、運転中にがガスが室内に漏れで危険です。 
•給が気筒および卜、ジブの周囲に障害物び置かれでいないか、とぎどき点検しでください。 

障害物か’置いである場合は、移動しでください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周固の点検 （ 1シーズン1〜2回) 


♦給排気筒か’つまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちか’巣をつぐったり異物か‘入ったりしでいるときは、必す掃除しでください。 
垂給排気筒をぐつまると不完全燃焼をおこします。 


♦給排気筒を一度取りがしで、再び取り巧けるとぎは、排気管の接続部 
内部にはめこんである0リングび破損しでいないか確かめでくださし、。 

参破損しでいた場ちは、お買いずめの販売店に交換を依顯しでください。 
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オイルフイルター • 固定タンクの掃除 



オイル フイルター 


'固定タンク 


オイル フイルター 


'、\胃/ノ 


f オイルフイルターや固定タンクに水やごみび ^ 

たまると、給油タンクにな猫か* 入って いでち ••• I K 
•点义しない —' ) I I 、 

♦炎び飛んだり、恐いたりする — I >「571 rV 

^ ♦点义しでち途中消乂する II ■ ^ LLjJ 

1. オイルフィルターを®り出す 

•固定タンクからオイルフィルターを取り出しでください。 

•オイルフイルターをおり出すとさ、かやごみを固定タンク 
に落とさないよラを意しでください。 


2. まれいなな巧で洗ラ 

♦オイルフイルターの中の化やごみを取つでからきれいな 
な油で洗つでください。 

参ごみが取れにくい場合は、歯ブラシなどを使ラと便利です。 

垂か洗いは絶がにしないでください。 

化でなラと巧巧が通過しなくなります。 

3. ごみや化をおく t 

参固定タンク内にたまつでいるごみや水をスポイトなどで抜 
いでください。（ストーブの保管時に固定タンク内のな油 
を巧苦取ると苦ち同じ方をでおこなってください。） 

参コツプなどを固定タンクの上においで抜くとなミ由をこぼさ 
ないですみます。 


4. オイルフイルターをたツトする 

参オイルフイルターをちとどおりに t ツトしでください。 

» | I こぼれたなミ由はよくふさ巧つでください。 

参オイルフイルターおよび固定タンクの掃除をおこなつでち、点火しない.おび飛んだ.り、恐いたりずる.徐 
中で消义する場含は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


コム手袋 


■'きれいなな猫 




のぞを窓の透明度が悪くなったとを…お買いボめの販売店に依頼してくださし、。 


のぞぎ窓をがしでふく場合は、巧のよラにしでください。 

参前パネル（がしかたは、ち下國参照）.グリルを外し、のぞき窓をとめ 
でいるねじをがしで、しめらせた巧でみき取ってください。 

•ねじ部は常温になっでから外しでください。 

•ちとどおり、巧一にねじを締めで固定しでぐださい。 

参のぞき窓をがしたときは、パツキンを新品と巧換しでください。 

—前パネルのがしかた- —— 

•前ノスネルを固定しでいる左ちのねじ2本をがしでください。 

ち図矢巧のように、前パネルの下のほうを寺前に引いで、前パネルをが 
しでください。 







熱交換器の点検 （ 1 シーズン 1 〜 2 回） お買し诚めの販売店に依頼してくださし、。 


•熱交換器の巧部にすすか‘異常にたまると、不完全燃焼の原因となります。 

♦異常燃焼（においびしたり、給排気筒から黒煙び化るよラなとき）びおこった場含には、バーナの点検とあわせで 
熱交換器の点検を、お買い巧めの販売店に依頼しでください。 


温風吹出口の掃除（週1回) 


やわらかい巧でぶま巧る 

参本体や温風吹出□のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわらかい巧で 
ふき取つでください。 

参しつこいミ号れは刺生洗剤を使阻し、十分からぶきしでください。 

♦温風吹出□羽根を巧げたり、をおさせないように注意してください。 


フアンフイルターの掃除（週1回な上) 


フアンフイルターは1週間に1回]^上掃除しでください。 

•フアンフイルターにほこりびたまると、音か’大きくなつで温風量びかなくなり暖房出力びお下ずると同時に、 
ス I ブ巧の温度が異常に高くなつで、過熱防止装置（安をサーモスタット）か’作動する場合があります。 
巧のを順にしたがつで、フアンフイルターを列しで掃除しでください。 

1•運輯を停止する 

♦運輯を停止し、巧流ファンび止まっていることを確認しでください。 




>アンフイルターをがす 

フアンフイルター上部のとつでを持つでき前に引き上げるとパれます。 


フアンフイルター 
^ とつで 


3. ほこ0を取0除< 

参掃除機などでフアンフイルターについたほこりを取り除いでください。 


>アンフイルターを取りがける 

フアンフイルターをちとどおりに取り付けでください。 

♦フアンフイルターをがしたままのが態では、絶巧に運範しないでください。 


地震などの災害が党生したとさの点検 



地麗などのが害か’発ちし、製品に振動や衝擊か’如わったときは、運転前に必す次の点検をおこなってください。 

•給排気筒周0のかれ、漏れのお韶 

点検で異常力すみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


圓定期点巧 


長期間ご使用になりますと、器具の点検が必要です。 

♦ 2 年に1回程度、シーズン終3をなどにお買いずめの販売店又は、修理資格者〔(お）日本扫油燃焼機器保守協含 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習妄修3害（有油機器按術管理±)など〕のいる店などに点検依頼され 
ることをおすすめします。 


愛情点検 



長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ 


参ミをちれびする。 

こんな症状は •強い(こおいびする。 

ありませんか争運輯中に異溝な音びする。 

•その他の異常や故障カタある。 


ご使用中止 


故障や事おの防止のため必す 
販売店にご連絡ください。 
点検 • 修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 
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標高調整をおこなつでください。 

(1^ 工事説明書「高地または延長配管 
で使巧の場含」） X 


窓をあけ、部屋の換気をする 


EC 


4 


排気管の接続部およびが気管巧け検巧 
用リ ー ド線の接続部のがれを点検し、 
列れでいたら正しく接続する X 


ED 


確実に接続する 


W . け 


良質のな油と入れか无る 


りが 


電源コード’ブリント配線板を巧換する X 


16 


フアンフイルターの掃除をする 


13 


障害物を取り除く 


表示部 
ま消口 
または 
f 片 


ら? .[4 おおつでいるをのを取り除く 


が気管の接続窗巧か‘正し < おり巧けら 
れでいるか点検する 
パツキンが破損しでいたら巧換する X 


13 

16 


「地霞などのが害が発生したとぎの点検 J 
の点検項目を確認し、運廚ボタンを巧 
しなおし、再点义する X 


ES 


延長 3 m 、 曲びり3箇所な下じする 
ただし、標高800 m む上の高地では、 
延長 2 m 、 曲びり3箇所な下じする X 


締め直す 


給;'由する 


通電されるまで链つ 


コンたントに禮実に黃しこむ 


•なの表にをとつ‘いで、ちラー度お蹈かめください。 

•処置ちをで X 印!の項目や、処置ちまにより処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にごす目談ください- 


燃焼開始時や消义後に「ピチ-ピチ」といラ 
音びする。__ 

点乂しでちすぐ温風び出ない。 

消义しでち温風が出でいる。 

点乂プラグ. フレーム□ッド.パーナヘッド 
がホくなる。 

炎の中に黄色いがび混じる。 

使巧中にときどき「ポコ.ポコ J といラ音び 


給排気筒の巧端から連続的に白煙び出る。 


本体巧)部び熱により膨張、収縮するためです。異常ではありません。 

不快な冷風を化さないためで、本体内部び暖まると温風び白動的に吹き出で 
ちます。 _ 

本体の部か’冷却するまで送風を継続します。 

剣こ熱せられで巧熱するためです。 一 

異常ではありません。 

異常ではありません。 ' 

給;'由タンクから固定タンクのちに阿油び流出ずるときの置で異常ではありま 
せん。__ 

が気温び低くなると、が気ガス中に含まれでいるか分び凝結しで水惑気にな 
るためで、翼帯燃焼による白煙ではありません。 


5ミ由ガス化ちなのため、ず熱時間か•約3分必要です。 
(予熱時間は室温によりをみ変化します。） 


すぐに点义しない。 


初めで使届するとき、煙やにおいか’出る。 

ネリめで使巧するとぎや、シープンネリめのネリ俊 
巧時に1回で着义しない。 


固定タンクになミをか’みたされるまで4〜5分位待って点火操作をしでくださ 
し、。送;'由経路巧の空気だまりなどにより、1回で着火しないことがあります。 
2〜3回点义操がをくりかえしでくださし、。 


説 诉 

耐熱蛋料やほこりなどび焼けるためです。しばらく窓をあけで換気しでくだ 
さい。 


画故障-異常の見分け方と処置方法 

巧のよラな現象は巧廣ではありません。 

参修理を依頼される前にをラー度お確かめください。 


電源プラクびコン它ントに差しこまれ 
でいない 


停電中である 


給;'由タンクに灯油か‘ない 


連絡パイプの袋ナットが綿まっていない 


排気管の配管び長すぎる 


驚つたまた は、 ストーブ 'こ 


排気管の接続部にスキマか’あるまたは、 
パツキンか’破損しでいる 


給挑気筒の光端がおおわれでいる 


過熱防止装置 
び作動した 

温風の出□か’ふさがれ 
でいる， 

フアンフイ ルター か‘ 
ほこりでつまつでいる 



電源コードの断線•ヒューブの落断 


不良な巧を使巧しでいる 


給気ホースびがれでいる 


が気管おけ検巧装置の作動 


室温異常上昇防止装置の作動 


標高調整びされでいない 


ホ乂で燃をる 


においがする 


油漏れびある 


点义しな S 


燃焼時 


点乂時•消乂時 









































部品交換のしかた 


部品交換のとをのミ主意 


不完をな修理、調整は危険でずので、部品の交換、調整び必票な場合には、お買い求めの販売店 
文は、修理資格害〔(財)曰本石油燃焼機器保守協をでおこなラ技術管理講習舍修了者(扫油機器技術管理±) 
など〕のいる販売店にご相談ください。 


部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 


消'耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品) 

長期間の使用により消耗•莫化しやすい部品 


パーナヘツ 



パーナヘッドリング 



変質•不純灯油の使用により券化しやずい部品 


フレーム□ツ 



気化筒 


♦電磁ポンプ 


フ レー ム □ツ 



担巧管很期間巧用しなぃ場合） 

おしまいになるときは、曰萬の点横•ま入れの項を參照し、なの要領で手入れをおこない保管しでください。 

1. 電源プラグをコンたントからおいでください。 

#1 么を意1 長期間使巧しないとぎは、電源プラグを巧いでください。 

2. 給浦タンクと固定タンク内の巧油をずべで巧き取ってください。 （屬=1 日ぺージ） 

参かやごみなどを残したまま保管しますと、さびや巧あきの原因じなります。 


3. フアンフイルターの掃除をしでください。 （缺16ぺージ) 


4. オイルフイルターの寺入れをしでください。 （厨15ぺージ) 


5. 本化のごみやほこりを取つでください。 

•掃除磯などでごみやほこりを取り除いでください。 


6•本化をしめらせた巧で巧れを落しでから、からぶきしでください。 （廣=^6ページ) 


7•ストーブは据がけたまま保管しでください。 

•温風吹出□や背面のフアンフイルターにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

参どラしでち巧りがしでな管されると寒は、ポリ袋を力、/京せ、乾燥した揚巧に横倒しにしないよラ(こ保管しでく 
ださい。 

参次シーズンに据付けをおこなラときには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

•取扱説日ち雲を大切に保管しでください。 
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仕様 



び 


類 


な 


料 


最大 


最ル 


最大 


最ル 


百 一 I— 

取乂 


ル 


— ^国 


ク容: 


FF -(3%0 Y 

: FF - G 500 Y :; 

気化な-強制給排気お-強制巧流お 

高圧放電点乂な 

巧油 （ J に 

，1号な油） 

0.431 L/h 

0.561 L/h 

0.167しか 

0.167 L/h 

15,960 kJ/h 

20,780 kJ/h 

6,190 kJ/h 

^ 6,190 kJ/h 

86.6 % 

86.6 % 

3.84 kW 

. 5.00 kW 

1 .49 kW 

1.49 kW 


5.0 し 


標準適 


温暖地 


賽冷地 



I 16.日 rri (10 畳)まで 
、 23.0 がり4置)まで 


木 造 16. 5が (10 置)まで 

コンクリート 26.5 が (16 畳)まで 


電源耍圧及び周波数 

定格消費電力 乂畴 
燃焼時. 


給排気筒の型なの呼び 


給排気筒の呼び径 


運 敲 音 

給が気筒の壁買通部の孔径 


_コンクリート 29.5 r 


木 造 21.5 r 

コンクリート 34.5 r 


高さ48日 mm 幅690 mm 奧巧310 mm (置台を含む) 


_ 20.5 均 


_ 100V 50/60HZ 


最大650/650 W 


21. 5が (13 置)まで 
29.5 nt (18 置)まで 


21.5 m ’(13 畳)まで 
34.5 がに1畳)まで 


19/23 W 


23/28 W 


排 


電流 


を 


その他 


巧 


…喧 

—ズ 

—置 

華置 
品 


__ QU 4-1 A 


__ D 40 


3日 dB 撮大燃焼時)/22服（最ル燃焼時 ）I 37 dB (最大臟焼時)/22服（最ル燃焼時)_ 

_ _0/5 mm 〜本6已 mm _ 

_ _ 260でが下 

_ 15 A 

巧震離消火装置 ■ 点乂をを装置‘燃焼制御装置 • 停電をを装置 • 過熱防止装置保をサーモスタット) 

__ 排気管抜け検知]装置 • 過電流防止装置 . 室温異常上昇防止装置 

給が気筒たット1•型紙].置台1.取扱説明書1.スポイト1 






























































〔厳'由織各図^ 



11アフターサービス 


保証について 


•このコ□ナ密閉す6油ストーブには保証書せ f ついでいます。「お買いあげ曰.販売店ち」などの記 A をお醒かめのラえ、販売店か 
らお受けとりにな0、大祝に保營しでください。 

参保証期間はお買いあげいただいた曰 ti 、 ら1年間です。（燃焼部分は3年間） 

参巧のよラな原因による故障および筆巧につぎましでは、保証の対象になりませんのでを意しでください。 

♦変質0油や不純な油など、またな油ががの燃料使巧による故障や事が。 

• 誤った使巧ちまによる巧障や事が。 


修理を依頼されるとき 


♦本書の「故障.異常の見分けちと処置ちミ去 J ( t 3^ 17ぺージ）の項にがって調べでを良くならないときは、單源ブラグを抜いで 
お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナお客樣ごす目談窓□にご連絕ください。 

•ご運給いたださたい巧容は巧の通りです。 

♦泣咨 

• 型なの呼び 

• ご住所-ご巧咨-お逗お番置 
• お图いあげ曰 

♦が障が況（できるだけ臭が的に） 

•修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料條理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お質い巧めの販売店かおおくのコ□ナお客様ごホ目談お□にお問い台わせください。 


■保記期間が過ぎているときは 

参お質いホめの販売店'にご相談ください。修理によっで使雨できる裝品につしのまお客様のご雲望により育料修理いたします。 

■補修用性自腳品の保有期間 

参石ミをストーブの補修巧性能部品（機能を維持するために必雲な部品）の保有期間は製造巧ちのりを7巧でず。 

■修理に出されるとをは'^; 

参輸送時や運搬時に給油タンク…固定タンク巧に0油か’残ったままですと、 j 頃きや振動でなミをか‘こぼれることびありますので、 
必す抜き取っでください。 

















据付け 


据付け工事は販売店に依頼ずる 


据巧けや移動工事は販売店または設置業蓄に依頼しで、お客様ご自身ではおこなわないでください< 


据付け場所の選定および標準据付け例 


据巧けについでは、火災ず防条例、電気設備に関する技術薑華などま书の薑華か*あります。 

工事説明書の「安きのために必すお守りくださしりをお読みになり、販売店または据巧け業者とよくごホ目談ください。 
また、「標準据巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


標^励づけ例 


<正面〉 


60 cffl な上 


;昭 1 : 

娩10加 广 -,- 

' P ., I 


〈側面> 


〈給排気筒の正面〉 




本化固定を具 


60呼ツ上 (SSSl 


1胜加 □ 


巧固定を具 
( F -82: 別淀却品） 


M I 

20加し ： a 
—^ 1- 


\ 輯 圓 

おな淀9加 

(スペーサを巧巧しない域合） 


響 ？ 画 

激巧抑が上 が抑な上哦ミ 





f 給排気筒を延長する場合の注 

.慧^^^^^^^^^ 

給が気筒を延長ずる場含は、3 

V 

m 

3なびり总下で取り付けられる場所を獲定しでください。 

_ _ __ J 


積雪地区 I しおけるま意 


積雪び多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取は場所を選定しでください。 
また、風びよどむよラな揚巧では、排ガスを再度吸い这んで不完全燃焼を起こすことびあります。 


据付け後の確認 


据巧けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「まをのために必すお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されでいるとおり据付けられでいるか確認しでください。 








= 寺、巧ホ ■ 

試運串占 


試運転は、販売店または据巧け業著とごいっしょに必すおこなってください。 


運乾準備 


(詳しくは7〜8ぺージ） 

1•給油タンクにな?巧 ( J 旧1号な油)を給油しでください。 


2. 高地で使用される場含は、空気が希薄なため調整び必夏となります。 

(詳しくは、型紙裏面の工事説明書（高地または延長配管で使巧の揚合^を参照しでください。） 


>卜ーブの 置 台の上や送油管の接続部に、油のたま0や細漏れびないか確かめでください< 


- 

4. 電源 プラグをコンたントに差しこんでください。 

参。と J 主意]電源プラグは、コン t ントに根元まで確実に差しこんでください。 


(詳しくは 


9〜10ページ） 


巧坛 f/HD 


• 運転ボタンを巧しでください。 

参運転ランプか’点滅し、約3お後に点义します。 

参点乂後約1分で巧流巧送風機び回り温風び出ます。 



I 


巧巧ス/の 


■な!めて使巧ずるときは- 

耐熱蜜料などが焼けで煙とにおいび出ることびあります。窓をあけで部屋の換気をし r ください。 


2•運睹ボタンを巧しで、消义しでください。 

♦運転ランプが消なし、約6分後に燃焼巧送風機•巧流用送風機び止まります。 


運巧乂/の 



22 











干 983-0035 
〒983-0035 
〒9目3-8033 
干963-〇川 
デ 965-0 目43 
〒 990- 2423 
テ 990- 2423 
〒998-0103 


TELra 22 に 35— 3181(代表） 
TEL 022)783-1791 (巧表） 
TEL 024)938-2240 如武 
TE しの 24 ) 947 — 4654 げ赛 
T 巨し(024 2 )26—3引 1 巧表 
TE しの 23 ) 642 — 3255 巧泉5 
TEU 023)631-738 imS §) 
TEL か 234)31 —0571 ( 巧表） 


〒 114-0003 
干 114- 0003 
で 310-0852 
T 262-0033 
=r 331-0811 
〒 305-0861 


；017)742-8275 
017)743-6741 
018)864-8468 
018)864-5760 
0178)45-4290 
0172 細 一0191 
019)622-5244 
019)604-0283 
0197)22— 44己2 

FAX く 022に 36-8810 
FAX た22 口 83— 1792 
FAXro 24)938-3021 
FAX 024)946-7651 
FAX 0242)26-3216 
FAX 023)642-3254 
FAX 023)631-7391 
FAX れ 234)31 — 0581 


ちち屋巧清区乂巧1-1903 
谷ち屋巿溝 E 入巧 1-1 901 
お闽巧奋化 2-15-30 
岐度巧六を商 2-7-8 
歧每巧巧を荫 2-7-8 
澤巿离巧屋 3-29-38 
澤巧苗巧屋 3-29-38 
沼津巿西お路 888-1 
岡蹄巧乂平阳巧添49 


で 955-0864 
〒955-0864 
デ 95 D -0855 
干 381- 0022 
甲 381-0022 
で 944-0001 
〒399‘0033 

デ 920-0027 
〒920-0027 
干 930- 0985 
T 918-8237 


テ 37 D -0007 TEL 027 361 —4806 リザ表 
= t 370-0007 tel 027た目 3—8955 t 巧爱 
= f 321-0933 TEL 028)632-5105 
テ 321- 0933 TE し化28ミ 632— 5180巧表 
デ 373-0825 TEL ミ 0276)38— 657り化泉 


育 巧玄巧 
〕□ナじントラルサザス ㈱ 邮 
が：田営装所 
巧巧ントラルサ-ピみ職が旧 

化前営棠巧 
曲岡営輿巧 
〕0ナたントラルサ-ビス ㈱ 關 
が巧営お戸斤 

姐—台，菱 店 
普喊コ□ナメンテナンス 
郡山咨逆所 
コ□ナメンテナンス巧畳 
(有)コ□ナタンテナンスミ澤 
山形営第巧 
3 □: f メンテナンス山お 
巧巧き装巧 


坦巧巿ち館1了目 12-38 
巧森巧巧お1了目 12-38 
が旧巧泉ホみ 4 T 冨 4- 18 
が旧巧が/ e リにモ刈 109-1 
A 戸巧荒おさ荒巧55 
姐前巧田强 1-2-1 
睡脚巿門 2-1-42 
盛岡お巧 2-1-42 
水巧巧か沢エ第巧巧 W 了 §79 

油台巿宮城お区曰ノ化の1 -7-32 
仙台巧宮脚野区曰ノおの1 -7-31 
郎山巧巧田1ぷ 1-9 
那山巧巧胡の荒なす撫さ g [30-1 
ミ渾着枯削姻の想クまけミ巧 855-10 
山お巧巧担田 3-6-28 
山お巧東巧坦 3-6-28 
酒迈巧錦町 1-183-1 


東化地区 


ま海地区 


索をを店 
巧をサービスたンター 
水戸営お巧 
モ發営毀巧 
大置営毀所 
つくば営凿巧 

摘お玄桿 
コロナテにかレサ-ビス【的 
な川営溝 
コ□ナテクニカルサービス(な） 
甲而咨黃 
〕□ナテクこカルサ-ビス南} 

再崎ち巧 
コ□巧にカルサ-ビス晦 
宇都査営お戸片 
ミ□ナ吉クこ狸レサ-ビス常) 
ス田爸窠巧 


窠京都:1ヒ区思苗 8-4-8 
東を都が区里留 8-4-8 
化戸巿巧原の 653-2 
千巧巧巧見 J 11区巧巧巧郷 4-7-2 
さいたま巧： i ヒ広ま野の 1-332- 6 
つくば巿谷田郎 6788-1 9 

巧浜巿戸塚区原宿4 了目 7-1 3 

巧お巧戸塚区原宿4 了呂 7-1 3 

立リ I 巧西の町 1-66-13 

で:リ1巧西砂町 1-66-13 

山梨県中巨晒郡昭和の西嚴2491 -2 

山邦 i 県か巨晒郡昭お!的西を2491 -2 

裔顿巧問屋町西 1-3-22 
有喷巧問面町西 1-3-22 
ぎ都き m 巧辄の 2 3 1 3 
を都客 m 巧规の2313 
乂困巧苗林東脚2375 


関案地区 


撰震！ P 錫 


[巧黄） FAX ( 
け表） FAX ( 
iKm FAX ( 
巧を ） FAX 
lim ) FAX ミ 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種ちをご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にごの頼ください。 

ご輯居やご贈營品などでお函りの場合は、下記のおおくの窓□にごホ目談ください。 

ち称、所在地、電話番号は、密更する場合か’ありますのでご3承ください。 


お客様ご相談窓口一覧表 


北海道地区 


ホし 

晚 


ま 

巧 

札保サービス它ンター 

面 
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巧 
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営 

窠 

戶斤 

訓 

班 

営 

萬 

巧 

化 

見 

n 
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巧 


— 一 'I UT 79 ' I J W U J W 

裳 巧函館巧西お视の2 1-2 
黄巧化" I 巧栗化"1南1を2了目 2- 5 
窠所帯拓巧西12を商1了目 30-1 
萬巧訓招巿巧圓的 4- 17 
棠 所 :}ヒ房巿美ち町 9-1-30 


で003 -0028 TEUOl 1)864 - 0440(巧表) 
〒〇〇 3 -〇 875 TELOn )879-2121 巧表 
デ041 -0824 TE しか13目) 48-6070 巧表) 
〒〇78‘8262 TEUOl 66ミ 37-2330 的表) 
で080 -0022 TEL か155ミ 35-751 8的ちミ 
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FAX 0138)48-6080 
FAX 0166 37-2338 
FAX 0155)35-7510 
FAXtol 54)24-0451 
FAX わ 157 た 6-2107 


72404002 


巧な•工場ミお巿東新保 7-7 デ 955-8510 TEU 0256)32 —2111(大代表） 

ホ白崎工場ネ白崎市宝 0 J 2- S 8 テ 945-0817 了巨1_(〇257)23—517己(巧表） 
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な巧舍な 
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